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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
れ
に

伴
い
発
生
し
た
大
津
波
に
よ
り
、
農

地
や
農
業
用
施
設
は
、
い
ま
だ
か
つ

て
な
い
規
模
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の

応
急
工
事
に
取
組
む
と
と
も
に
、
被

害
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

を
進
め
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
と
も
な
う
避
難

指
示
区
域
（
平
成
24
年
３
月
末
時
点
）

を
除
い
て
は
、
平
成
23
年
度
内
に
災

害
査
定
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
農
地
の
除
塩
作
業
や

排
水
機
場
、
海
岸
保
全
施
設
な
ど
の

本
格
的
な
復
旧
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

農
地
の
除
塩
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
ご
と
の
営
農
再
開
計
画
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
、

約
７
割
の
除
塩
作
業
に
着
手
し
、
来

春
の
営
農
再
開
を
目
指
す
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
沿
岸

部
の
地
域
で
は
、
市
町
や
土
地
改
良

区
と
連
携
し
て
、
大
区
画
ほ
場
の
整

備
に
よ
る
農
地
復
旧
の
地
元
説
明
会

な
ど
を
開
催
し
、
農
業
農
村
の
再
生

に
向
け
て
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
池
は
大
玉
村
玉
井
地
内

に
あ
る
、
堤
高
28
・
８
ｍ
、
堤
長
２

０
５
ｍ
、
貯
水
量
72
万
㎥
の
農
業
用

溜
池
で
大
玉
村
、
本
宮
市
の
一
部
７

５
０
ha
に
か
ん
が
い
し
て
い
る
も
の

で
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
地
震
に
よ
り
堤

体
中
央
部
に
大
規
模
な
ク
ラ
ッ
ク
が

生
じ
（
長
さ
１
３
０
ｍ
、
幅
60
㎝
、

深
さ
４
～
６
ｍ
）
、
貯
水
池
側
が
30

㎝
以
上
沈
下
、
ま
た
、
擁
壁
・
波
除

工
に
変
状
を
生
じ
る
な
ど
大
き
く
被

災
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
県
営
災
と
し
て
、
事
業

費
約
５
億
４
千
７
百
万
円
で
も
っ
て
、

昨
年
度
よ
り
着
手
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
工
事
は
、
被
災
が

顕
著
で
喫
緊
の
対
策
を
必
要
と
す
る

堤
体
天
端
付
近
の
盛
土
工
事
、
約
２

万
２
千
㎥
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
盛
土
工
事(

カ
ッ
ト
オ

フ
盛
土
及
び
ロ
ー
ウ
ォ
ー
タ
レ
ベ
ル

ま
で
の
押
さ
え
盛
土)

２
万
６
千
㎥
及

び
仮
排
水
路
工
事(

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト

71
ｍ)

等
の
付
帯
施
設
の
改
修
工

を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
最
終
の
盛
土
工
事
、

張
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

着
工
し
て
か
ら
は
、
盛
土
用
土
の

含
水
比
が
高
い
こ
と
、
カ
ッ
ト
オ
フ

部
の
湧
水
量
が
多
い
こ
と
、
仮
排
に

予
定
し
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
が
壊
れ
て

い
た
こ
と
等
、
想
定
外
の
こ
と
が
多
々

判
明
し
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

請
負
・
設
計
・
発
注
者
一
丸
と
な
っ

て
鋭
意
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
県
北
農
林
事
務
所
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
県
庁
東
分
庁
舎

が
被
災
し
た
た
め
、
福
島
県
土
地
改

良
会
館
へ
移
転
し
て
お
り
、
今
年
の

10
月
か
ら
す
べ
て
の
部
が
同
会
館
の

３
階
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
と
の
横
の
連
携
を
活
か
し
て
、

県
北
地
方
の
農
林
業
の
復
旧
・
復
興
・

発
展
の
た
め
に
所
員
一
同
が
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２０１２年（平成２４年）１１月１２日 第５４号

第 ５４ 号

発 行 所

福 島 県 農 林 水 産 部

農 村 計 画 課

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

ふ
く
し
ま
復
旧
便

～
農
業
農
村
の
復
旧
に
向
け
て
～

県
内
か
ら
の
お
便
り

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
年
８
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
定
期
コ
ー
ナ
ー
の
「
ふ
く
し
ま

復
旧
便
」
を
拡
大
し
て
、
福
島
県
の
農
地
や
農
業
用
施

設
の
復
旧
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県

北

県
北
農
林
事
務
所

農
村
整
備
部

【特集】フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

～
復
旧
の
現
場
か
ら
～

津波被災した農地
岩間地区（いわき市）

ガレキ・土砂撤去、除塩作業を終え、
今年は営農再開！

―

復
旧
工
事
が
進
む

三
ツ
森
た
め
池

―

掛樋水路が破損した
岡の台地区の用水路
（鏡石町）

水路が復旧し、営農を再開

大津波により堤防が破損した
北海老地区（南相馬市）

仮締切り工事を行い
本復旧工事を進めている。

漁船が打ち上げられた
柏崎排水機場（相馬市）

ガレキを撤去し、
復旧工事を行っている。

地元説明会の様子

堤体天端の盛土が完了

堤体天端に大きなひび割れが発生鋭意工事を進めている
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ほ
場
整
備
後
の
水
田
は
従
来
型
の

暗
渠
排
水
の
効
果
も
十
分
に
あ
り
ま

す
が
、
数
年
す
る
と
代
掻
き
に
よ
り

不
透
水
性
層
の
耕
盤
が
で
き
排
水
性

が
低
下
し
て
、
転
作
の
畑
作
物
や
園

芸
作
物
の
栽
培
に
は
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
田
汎
用
化
の
実
現
の

た
め
に
排
水
特
性
が
良
好
で
、
作
物

の
生
育
に
必
要
な
地
下
水
位
を
一
定

に
保
持
で
き
る
「
地
下
水
位
制
御
シ

ス
テ
ム

フ
ォ
ア
ス
（
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
」

を
導
入
し
て
、
大
豆
の
生
育
の
比
較

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
現
在

の
状
況
は
、
フ
ォ
ア
ス
区
で
は
対
照

区
に
比
較
し
て
草
丈
は
長
く
、
分
枝

数
、
莢
（
サ
ヤ
）
数
も
多
く
収
量
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
８
～
９
月
の
雨
量

は
例
年
の
半
分
程
度
で
し
た
が
、
フ
ォ

ア
ス
区
で
は
干
ば
つ
の
影
響
も
な
く
、

地
下
か
ん
が
い
に
よ
り
省
力
的
な
栽

培
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
暗
渠
排

水
工
法
の
有
効
な
工
法
と
し
て
普
及

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
除
去
技
術
で
は
、
平

成
23
年
度
の
研
究
成
果
「
レ
ー
ザ
ー

ブ
ル
、
レ
ー
ザ
ー
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
用

い
た
水
田
の
放
射
性
物
質
の
除
去
技

術
」
の
関
係
か
ら
、
東
北
農
政
局
の

飯
舘
村
で
の
農
地
除
染
対
策
実
証
工

事
（
40
ha
）
に
当
た
り
「
農
地
の
除

染
対
策
技
術
検
討
委
員
会
・
作
業
部

会
」
の
委
員
と
し
て
助
言
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
該
の
実
証
成
果

に
よ
り
、
農
水
省
「
農
地
の
除
染
対

策
技
術
書

調
査
設
計
編
・
施
工
編
」

(

平
成
24
年
８
月
31
日
農
水
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表)

が
策
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
企
画
経
営
部

経
営
農
作
業
課
】

福
島
県
及
び
市
町
で
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
果
た
す
た
め
、
農
業
土
木
技

術
職
員
が
不
足
し
て
お
り
、
今
年
度

は
、
農
林
水
産
省
及
び
12
道
県
か
ら
、

即
戦
力
と
な
る
技
術
者
を
長
期
に
わ

た
り
、
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

福
島
県
で
は
、
県
外
か
ら
派
遣
さ

れ
て
、
復
旧
・
復
興
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
農
業
土
木
技
術
職
員

の
皆
さ
ん
を
『
福
耕
支
援
隊
』
と
呼

ふ

っ
こ

う

ん
で
い
ま
す
。

「
福
島
の
農
業
の
復
興
」
そ
れ
は
、

「
福
島
で
、
被
災
し
た
農
地
を
ふ
た

た
び
耕
し
て
、
お
い
し
い
農
作
物
を

作
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
あ
る
派

遣
職
員
の
方
か
ら
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ヒ
ン
ト
に
『
福
耕
支
援
隊
』
は

生
ま
れ
ま
し
た
。

福
耕
支
援
隊
の
皆
様
方
の
献
身
的

な
取
組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
そ
の
ご
家
族
と
派
遣
元
の
ご

協
力
に
対
し
て
も
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
未
曾
有
の
災
害
か
ら
の
復

旧
業
務
は
、
来
年
度
以
降
、
さ
ら
に

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後
と
も

福
耕
支
援
隊
へ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
４
日
（
日
）
に
、
二
本
松
市

の
道
の
駅
ふ
く
し
ま
東
和
を
発
着
点

に
、
農
業
用
水
水
源
地
域
保
全
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
年
で
第
６

回
目
を
迎
え
る
「
あ
ぶ
く
ま
ふ
る
さ

と
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
約
２
０
０
名
の
参
加
が

あ
り
、
好
天
の
下
、
晩
秋
の
渓
流
や

農
村
地
域
を
巡
り
、
復
活
し
た
野
菜

の
収
穫
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
途
中
で
は
、
地
域
の
文
化
や
水

源
保
全
の
説
明
を
受
け
て
、
地
域
の

文
化
や
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

２０１２年（平成２４年）１１月１２日 第５４号

10
月
25
日
・
26
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

た
農
業
農
村
工
学
会
東
北
支
部
研
究
発
表
会

の
一
環
と
し
て
、
秋
田
駅
前
広
場
に
お
い
て
、

震
災
被
害
の
パ
ネ
ル
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
を
見
た
一
般
の
方
々
か
ら
、
本
県

の
津
波
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い
た
と
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
県
は
原
発
事

故
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

以
外
の
状
況
に
つ
い
て
、
も
っ
と
広
報
が
必

要
で
あ
る
と
、
猛
省
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
秋
田
県
の
皆

様
に
こ
の
場
を
借
り
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
11
月
15
日
か
ら
22
日
に
は
、
コ
ラ
ッ

セ
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
、
「
第
10
回
田
ん
ぼ

の
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
農
空
間
の

復
旧
へ
の
取
組
み
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳
し

く
は
、
農
村
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
編
集
担
当

Ｙ
・
Ｍ
）

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

農
村
振
興

課
は
、
事
務

職
４
名
、
農

業
職
３
名
、

農
業
土
木
職

４
名
の
混
成

３
チ
ー
ム
で

構
成
さ
れ
、

中
山
間
地
域

な
ど
農
山
村

の
振
興
に
向

け
て
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
「
農
地
活
用
担
当
」
は
、
全

国
的
に
も
広
大
な
本
県
の
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
て
、
法
に
基
づ
く

指
導
・
助
言
や
全
体
調
査
、
農
地
へ

の
再
生
支
援
の
ほ
か
、
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
た
被
災
者
支
援
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
農
村
集
落
担
当
」
は
、
中

山
間
地
域
が
も
つ
多
面
的
機
能
を
維

持
し
、
地
域
の
農
業
生
産
活
動
を
守

る
た
め
の
直
接
支
払
事
業
や
、
子
供

た
ち
に
農
業
・
農
村
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
「
農
育
」
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
農
村
活
性
化
担
当
」
は
、

農
山
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
農
業

基
盤
や
交
流
施
設
等
の
整
備
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
農
地
・
水
路
等
を

地
域
ぐ
る
み
で
保
全
す
る
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
事
業
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

本
県
の
農
業
・
農
村
は
、
東
日
本

大
震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
り
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
災
害
復
旧
や

除
染
を
着
実
に
進
め
、
農
産
物
の
安

全
・
安
心
の
信
頼
を
回
復
し
、
本
県

の
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
再

生
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
同
時
に
今
あ
る
貴
重
な
地
域
資

源
を
守
り
、
こ
れ
を
有
効
に
活
用
し

て
農
山
村
の
活
性
化
や
災
害
か
ら
の

復
興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
当
課
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
絆
と
宝
を
大
切

に
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
取
組
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
村
基
盤

整
備
課
は
、

昨
年
６
月
に
、

農
業
生
産
基

盤
部
門
で
あ

る
か
ん
が
い

排
水
事
業
や

経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事

業
及
び
災
害
・

防
災
事
業
等

を
所
掌
す
る

農
業
基
盤
整

備
課
と
、
農

村
環
境
部
門
で
あ
る
農
道
整
備
事
業

や
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
等
を
所
掌
す
る

農
村
環
境
整
備
課
の
２
課
が
統
合
さ

れ
、
１
課
17
名
体
制
に
な
っ
た
こ
と

で
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
県
営
ハ
ー

ド
部
門
等
を
４
チ
ー
ム
に
て
所
掌
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
東
日
本
大
震
災
や
原
子

力
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
本
県
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
の

力
強
い
復
興
に
向
け
て
、
昨
年
12
月

に
策
定
し
た
「
福
島
県
復
興
計
画
」

に
掲
げ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
農
業
の
再
生
」
の
実
現
の
た
め
、

排
水
機
場
や
堤
防
を
含
め
た
農
地
・

農
業
用
施
設
の
復
旧
を
可
能
な
も
の

か
ら
早
急
に
実
施
し
、
農
地
の
地
力

回
復
を
含
め
た
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
様
々

な
方
々
の
声
が

聞
く
こ
と
が
出

来
る
大
き
な
耳

と
、
種
々
の
情

報
が
キ
ャ
ッ
チ

出
来
る
高
い
ア

ン
テ
ナ
を
持
っ

て
、
課
全
員
で

農
業
農
村
の
復

興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し

ま
す
。

福

島

県

関

係

各

課

の

紹

介

課
長

長
谷
場

伸

農

村

振

興

課

農
業
土
木
関
係
の
平
成
24
年
度
試
験
研
究
で
は
、
畑
作
物

（
大
豆
等
）
に
よ
る
転
作
の
推
進
の
た
め
の
水
田
汎
用
化
技
術

の
実
証
と
生
態
系
配
慮
施
設
の
管
理
技
術
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
緊
急
に
原
発
事
故
関
連
の
農
地

の
放
射
性
物
質
の
除
去
低
減
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

―

フ
ォ
ア
ス
（Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）の
実
証
試
験
と

水
田
の
放
射
性
物
質
除
去
・低
減
技
術

―

農
村
基
盤
整
備
課

課
長

小
島

重
紀

施工前の湿田状況（前年の3月）

生育差が20㎝

派

遣

技

術

者

情

報

農村振興課の皆さん
（前列左が長谷場課長）

相双農林事務所農村整備部
『福耕支援隊』（Ｈ24.9.28）

ト

ピ

ッ

ク

ス

はつか大根(ラディッシュ）の収穫体験

排水改良後の大豆の生育状況

フォアスは地下水位を
30㎝に維持


